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(3) 1991年（平成3年）12月I日発行 (245号） (245号） 

支え合う社会 
12月9日が「障害者の日」であることをご存じですか。 

障害をもつ人たちの問題について、国民の理解をさらに 

1991年（平成3年）12月1日発行（2) 

12月9 日は「障害者の日」 

理解ある心 くfullIlII 
この「障害者の日」は昭和55年の国際障害者年を記念し、 一7べー 

深め、障害をもつ人の福祉の増進を図ることを目的として設けられたものです。 

障
害
を
も
た
な
い
人
も
 

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
ま
し
ょ
”
つ
 

現
在
、
日
本
で
は
、
約
四
百
 

万
人
以
上
の
人
が
心
身
に
障
害
 

を
も
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

障
害
を
も
っ
て
い
る
人
の
な
 

か
で
、
視
覚
・
聴
覚
・
手
足
な
 

ど
、
体
に
障
害
を
も
つ
人
は
一
一
 

百
四
十
万
人
以
上
に
上
り
、
病
 

気
や
交
通
事
故
な
ど
が
原
因
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

) 

一
人
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
 

て
の
人
が
と
も
に
社
会
参
加
 

し
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
 

が
ら
生
き
て
い
け
る
社
会
こ
 

そ
、
本
来
の
姿
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

こ
れ
ま
で
、
国
や
地
方
自
 

治
体
（
市
町
村
役
場
）
で
は
 

福
祉
・
雇
用
・
教
育
・
生
活
 

環
境
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
 

障
害
を
も
つ
人
に
対
し
て
さ
 

ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
て
 

き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
障
害
を
も
つ
人
に
 

対
す
る
誤
解
や
偏
見
な
ど
 

“
心
の
問
題
”
は
、
わ
た
し
 

た
ち
一
人
が
解
決
し
て
い
か
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
 

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
障
害
 

を
も
つ
人
も
た
な
い
人
と
の
ふ
 

だ
ん
の
交
流
、
“
ふ
れ
あ
い
”
 

が
大
切
で
す
。
 

障
害
を
も
つ
人
が
積
極
的
に
 

社
会
参
加
し
、
生
き
が
い
の
あ
 

る
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
わ
 

L
．

か

 

（
金
田
町
に
は
約
 

六
百
人
の
人
が
身
 

体
に
な
ん
ら
か
の
 

障
害
を
も
っ
て
い
 

ま
す
）
 

‘

「

 

い
つ
ど
こ
で
、
障
害
を
 

も
た
な
い
と
も
限
ら
な
い
 

と
こ
ろ
で
、
】
障
害
を
も
つ
”
と
い
う
こ
 

と
を
あ
な
た
は
自
分
に
関
係
の
な
い
こ
と
の
 

よ
う
に
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

病
気
や
事
故
は
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
 

る
こ
と
で
す
。
い
ま
障
害
を
も
っ
て
い
な
く
 

て
も
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
障
害
を
も
た
な
い
 

と
も
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
を
と
っ
て
か
 

ら
体
が
衰
え
て
障
害
が
で
て
く
る
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
る
現
性
、
 

「ざるでボールを運ぶ 
なんてむずかしいよ 
こんな競技一体だれ 
が考えたのかな」 

た
し
た
ち
み
ん
な
 

で
協
力
し
合
う
こ
 

と
が
大
切
で
は
な
 

い
で
し
ょ
う
か
。
 

「魚をェサにしたら 

ビールがつれそうだな」 

「なぜ、きらう、なん 
で、こないの私のパ 
ン」 

I 
議
 

麟
麟
灘
 

舞
麟
麟
 

麟
 

こ
う
し
た
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

障
害
を
も
つ
人
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
 

大
切
な
の
は
、
障
害
を
も
た
な
い
人
も
、
自
 

分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
、
理
解
す
る
こ
 

と
で
す
。
 

す
べ
て
の
人
が
平
等
で
 

尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
す
べ
て
の
人
 

に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
平
等
で
、
 

お
年
寄
り
も
子
ど
も
も
、
男
性
も
女
性
も
、
 

障
害
を
も
つ
人
も
も
た
な
い
人
も
、
一
人
 

望
ま
れ
る
 

社
会
環
境
の
 

十
分
な
整
備
 

街
で
は
、
障
害
を
 

も
つ
人
た
ち
も
利
用
 

で
き
る
エ
レ
べ
ー
タ
ー
 

や
ト
イ
レ
な
ど
が
見
 

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
車
椅
子
を
 

使
う
人
に
と
っ
 
て
、
 

駅
や
建
物
、
道
路
に
 

お
け
る
ス
ロ
ー
プ
や
、
 

目
に
障
害
を
も
つ
人
 

に
と
っ
て
の
点
字
の
 

普
及
な
ど
、
社
会
環
 

境
が
十
分
に
整
備
さ
 

れ
、
障
害
を
も
つ
人
が
不
自
由
 

さ
を
感
じ
な
い
で
す
む
と
し
た
 

ら
、
社
会
的
に
は
、
必
ず
し
も
 

「
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
」
 

で
は
な
く
な
り
ま
す
。
 

ー
み
ん
な
が
一
緒
に
暮
ら
せ
る
 

社
会
づ
く
り
ー
 

そ
れ
が
障
害
を
も
た
な
い
人
 

が
障
害
を
も
つ
人
に
対
し
て
、
 

理
解
を
深
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
 

る
の
で
す
。
 

（
次
頁
に
】
障
害
を
も
つ
人
へ
 

の
ェ
チ
ケ
ッ
ト
”
を
掲
載
し
て
 

い
ま
す
。
）
 



(5) 1991年（平成3年）12月1日発行 (245号） (215 -) 1991年（平成3年）12月1日発行（4) 

障害をもつ人へのエチケット ● ●
 

10月19日 

＜資料＞ 厚 生 省 

特に意 

て生きて 

す
す
れ
 

で
で
ら
 

い
の
け
 

行
も
助
 

の
い
に
 

然
た
い
 

当
し
互
 

て
い
お
 

し
伝
な
 

と
手
み
 

間
お
は
 

人
で
間
 

は
ち
人
 

い
持
、
 

伝
気
ず
 

手
な
ら
 

お
然
わ
 

る
自
か
 

す
く
か
 

対
ご
に
 

に
、
し
 

人
く
な
 

り
と
 

と
も
 

ひ
の
 

り
乱
 

と
混
 

ひ
は
 

つ
の
 

も
る
 

を
え
 

害
考
 

障
に
 

、め 

に
と
 

う
ま
 

よ
と
 

る
ひ
 

あ
を
 

で
J
 

別
者
 

万
害
 

差
障
 

千
F
 

が
0
 

り
す
 

と
で
 

ひ
の
 

こ とを認識する こ とが、障害を もつ 

あた り まえのこ とですが、 ま 

し た り するのは、 失礼で 

何を してほ し い 

は、親切ではな 
が
の
 

人
す
 

の
出
 

押
o

そ
を
 

を
す
、
手
 

す
ま
ら
に
 

い
り
た
り
 

が障害を もつ 
o
と
 

す
こ
 

ま
い
 

い
な
 

て
し
 

し
を
 

夫
い
 

工
扱
 

は
 

車
な
け
が
 

を
力
 

き
 

、
に
か
よ
 

方
能
 

必要な と き には快 く お手伝いを して 

る
o

と
 

り
と
見
り
 

れ
無
o
o
 

あ
す
る
 
o
た
こ
を
と
 

さ
、
す
に
 

で
で
す
す
れ
る
の
ひ
 

の
り
で
目
 

格
本
を
で
触
す
る
o
 

助
た
度
え
 

人
基
い
切
に
り
い
す
 

介
し
態
控
 

の
の
伝
大
体
た
て
で
 
o
も
視
る
は
 

々
ト
手
が
身
せ
 
っ
切
す
身
別
あ
動
 

別
ッ
お
と
り
か
困
大
ま
自
特
解
言
 

が
ケ
の
こ
な
驚
が
が
り
人
を
理
く
 

り
チ
人
る
き
を
人
と
な
つ
人
も
ず
 

つ
な
る
 
o
り
う
 

と
ェ
つ
け
い
手
つ
こ
に
も
つ
最
と
 

も
と
あ
す
と
が
 

ひ
る
も
か
て
相
も
く
介
を
も
て
も
o
 

を
こ
の
で
ひ
ち
 

り
す
を
を
 
っ
、
を
聞
節
者
を
し
に
い
 

害
る
害
の
間
て
o

と
対
害
声
黙
り
害
を
お
害
害
対
情
さ
 

障
す
障
る
人
全
す
ひ
に
障
、
 

あ
障
か
、
障
障
に
同
だ
 

識
 

い
 

も
で
 

人
 

ず
 

も
 

の
く
 

人
 

く
 

q
 

ロ
 

侶
 

」
 

5
旧
 

) 《
 

ふ
れ
あ
い
っ
て
、
 
い
い
で
す
ね
 

】
行
政
区
独
自
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
 

宝
見
グ
ラ
ン
ド
（
宝
 

見
橋
附
近
河
川
敷
）
で
 

『
宝
見
ふ
れ
あ
い
ま
つ
 

り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

地
区
の
皆
さ
ん
総
出
 

で
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
 

や
獅
子
舞
、
そ
し
て
飲
 

食
コ
ー
ナ
ー
と
盛
り
 

だ
く
さ
ん
の
催
し
も
 

の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
 

た
、
上
金
田
地
区
の
獅
子
舞
も
 

友
情
出
演
し
、
7

月
の
上
金
田
 

地
区
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
 

つ
い
で
、
今
度
は
宝
見
地
区
が
 

開
催
。
こ
の
よ
う
な
地
区
独
自
 

の
イ
ベ
ン
ト
が
着
実
に
広
が
っ
 

て
い
る
よ
う
で
す
。
人
と
人
と
 

の
ふ
れ
あ
い
が
、
地
区
と
地
区
 

と
の
つ
な
が
り
に
発
展
し
て
い
 

ま
す
。
 

△
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
投
稿
を
ま
っ
て
い
ま
す
。
V
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
各
地
区
で
の
行
政
区
ま
た
は
公
民
館
な
ど
で
独
自
 

に
行
わ
れ
る
。
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
・
企
画
な
ど
を
取
材
し
、
紹
介
す
 

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

ど
し
ど
し
、
わ
が
地
区
の
自
慢
で
き
る
も
の
・
こ
と
・
は
な
し
な
ど
 

お
寄
せ
下
さ
い
。
い
つ
で
も
取
材
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
 

ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
 

具
体
的
検
討
始
ま
る
ク
 

今
年
の
7

月
8

日
に
、
町
長
 

室
で
、
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
振
 

興
協
議
会
（
会
長
藤
林
俊
信
氏
 

か
 21 

名
）
よ
り
答
申
さ
れ
ま
し
 

た
】
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
（
仮
 

称
）
"
（
人
づ
く
り
生
活
体
験
学
 

校
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
実
施
 

内
容
や
計
画
立
案
の
た
め
、
ま
 

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
 

ム
（
藤
林
俊
信
会
長
な
ど
 30 

名） 

（
町
民
代
表
 21 

名
、
役
場
職
員
 10 

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
 

は
、
具
体
的
検
討
に
入
り
ま
し
 

た。 建
設
場
所
・
規
模
・
運
営
方
 

法
な
ど
の
検
討
と
、
関
係
機
関
 

と
の
協
議
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
塾
 

は
、
年
代
の
異
な
っ
た
子
ど
も
 

た
ち
が
、
一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
 

て
滞
在
し
、
共
同
で
生
活
し
、
 

通
学
す
る
生
活
体
験
施
設
で
、
 

共
同
生
活
や
自
然
体
験
、
農
業
 

体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
生
 

活
の
智
恵
を
学
び
、
自
立
心
を
 

養
い
、
自
然
や
動
物
と
の
ふ
れ
 

1
月
7

日
 

●1 

●1 

一
 

「シンナー吸引」 
追放は 

手づくり看板で 

 、（人見駅前に 「シンナーE放」「チ 
カン防止」 の立看板をたてる地区 
の公民館そして子供部の役員のみ 
なさん 

あのちく 、こ＼ 
このちく へ＼ 

そのクラブ 

ドウイングプ 

()-

~ーへ 

あ
い
の
中
か
ら
、
も
の
を
大
切
 

に
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
 

育
み
、
ふ
る
さ
と
】
金
田
”
へ
 

の
誇
り
や
愛
着
を
育
て
る
 
「人 

づ
く
り
の
施
設
」
と
し
て
考
え
 

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
塾
は
、
教
材
を
地
域
に
 

求
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
産
業
、
 

文
化
、
振
興
、
福
祉
、
教
育
な
ど
 

の
幅
広
い
分
野
と
の
連
携
が
必
 

要
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
ま
 

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
 

つて 
帰
 

さ

、

 

ノ
 

『
 

一

 ナ
 
o 

ン
す
 

シ
 
で
 

で
れ
 

力

表

 

で
の
 

が
 

」
一
 

・
つ
ー
 

よ
上
 

の
り
 

こ
盛
 

を
 

た J 
、
と
 

見

部

の

し

 
、

こ

た

地

が

題

経

で

ん

意

か

運

 

人
も
り
は
し
に
a

見
引
問
ほ
け
傍
“
に
土
 

ゆ
ど
止
航
成
所
」
人
吸
の
「
だ
H

い
司
現
 

m

子

手

し

完

ケ

置

、

一

て

げ

回

、

う

設

一

 

柳

と

で

作

ど

数

設

は

ナ

し

あ

巡

く

よ

を

の

 

小

員

ん

製

ほ

 10 

を

れ

ン

と

り

の

広

し

板

体

 

10 

役

さ

を

の

の

板

こ

シ

体

取

間

、

放

看

全

 

館

な

板

こ

内

看

 

で

全

て

夜

く

追

 

町
 

。
 

た
 

・・し ま
 

い
 

て
 

つ
 

語
 

民

み

看

。

区

立

 

内
域
し
l
「
な
目
込
F

に
 

捨
農
地
の
銀
措
警
姦
協
 

10月20 日 

“ふれあい組対抗ソフトボール大会 

帰っつきた体長72cmの“サケ’’を両 
手に抱え今後のサケの放流につい 
ての抱負を語る吉田民春金田町役 
場緑化推進委員長（住民課勤務） 

i 

』
 

ノ
 

ム
で
は
、
学
校
、
P
T
A

な
ど
 

の
数
育
関
係
者
を
協
議
す
る
た
 

め
、
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
 

に
し
て
い
ま
す
。
 

11 

月
 25 

日
、
田
川
市
の
方
よ
 

り
金
田
大
橋
上
流
の
彦
山
川
に
 

サ
ケ
が
い
る
と
の
情
報
が
あ
り
 

ま
し
た
。
 

こ
の
し
ら
せ
を
聞
い
て
サ
ケ
 

の
稚
魚
を
放
流
し
た
園
児
達
も
 

喜
ん
で
い
ま
す
。
 左の写真は、 ア ト ラ ク シ ョ 

ンゲーム と して行われま した 
「子ど も会と婦人会」 と の試 
合の ワ ン シー ンです。 

珍プ レー続出で、 笑顔い っ 
ぱいのふり あいソ フ トでした。 
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日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問 合 せ 先 ご家庭での予定 備 考 

1 日
 

、
 

、
 

住民課国保年金係 

金 田 中 学 校 

歳末たすけあい運動 

映画の日 

2 月 : 国民健康保険税四期令書発送 

3 火 13 : 30 -' 金田中学校体育館 公立・私立高校進路説明会 

4 水 : 人権週間（-10日） 

5 木
 

13 : 00 ~ 14 : 00 
: 

総 合 会 館 

金 田 中 学 校 

基本健康診断 

二学期期末考査（~7日） 

福祉課環境衛生係 

金 由 中 学 校 

6 金
 

、
 

、
 

金 田 町 全 域 

総 合 会 館 

人権週間に伴う広報車による街頭宣伝 

田川郡社会教育研究大会 

総 務 課 

社 会 教 育 課 - - 
7 土 : - ~ 
8 日 : - - 

9 月
 

、
 

一
 

く， り - ~ 
10 火 】 熊本県小国町・八女郡立花町 ふるさとカナダまちづくりプロジエクトチーム先進地視察（-11日 

年末年始の交通安全県民運動（~1/10) 、 ) )画）一ち発讃 - - 
11 水 : - - 
12 木 】 - - 
13 金 9 : 30 ~ 神 崎 保 育 所 お遊戯会 神 崎 保 育 所 - - 
14 

@4 ~ 

土曜閉庁 - - 

15 

日 

: 

9 : 00 -' 17 : 00 

9 : 00 ~ 12 : 00 

総合会館・町民会館 

勤労者体育センター 

ひ ら ば る 幼 稚 園 

県巡回スポーッ指導事業 

健康度測定（2/9 に延期） 

お遊戯会 

社
 
会
 
教
 
育
 
課
 
福祉課環境衛生係

ひ
 
らばる 幼稚園 - ~

16 月 : - - 
17 火 【 - - 
18 水 : - - 
19 木 】 金 田 中 学 校 保護者会（-20日） 金 田 中 学 校 - - 

20 

金 

9 : 00 ~ 12 : 30 

10 : 00 - 11: 00 

9 : 50 ~ 

上 金 田 保 育 所 

役 場 二 階 集 会 室 

金 田 小 学 校 

生活発表会 

乳児相談 

父兄懇談会 

上 金 田 保 育 所

福祉課環境衛生係

金 田 小 学 校 - ~ 
21 土 

9: 3
0~ 12
 : 3
0 
19 : 0
0~ 

金 田 保 育 園 

上 金 田 公 民 館 

生活発表会 

上金田く親子・地域ふれあい講演会＞ 、 

金 田 保 育 園

J 上金田公民‘嘉教育部会 - - 
22 日 9 :00 - 金 田 小 学 1 佼 終業式 

 校校

学学 

/ '1 

田田 

、一金一 

- - 

J葡， 
ワレ 

月
、 、 金 田 小 学 校 冬休み（~1月7日） 

天皇誕生日 - 
24 火

 
8 : 45 ~ 金 田 中 学 校 終業式 金 田 中 学 校 - 

25 

水 

10 : 00 ~ 15 : 00 

10 : 00 -' 15 : 00 

】

役 場 二 階 集 会 室

金 田 小 学 校

日 
7 

所日月 
談談1 

相相一 
権とく 

人ご み 
設配休 

特心冬 

総 務 課 

福 祉 課 福 祉 係

金 田 中 学 校 ~
26 木 

" ~ " 

. . - 

27 

金 

~ 

10 : 00 一1 12 : 00 

:

館場 

役 
会 

町 

A ロ 
田 

総金 

国民健康保険税四期分納期 

健康教室 

仕事納め（仕事始めは1月4日（土）) 

住民課国保年金係 

福祉課環境衛生係

金 田 町 役 場 ~

8 
一っ・〕 

? 

の× 
『ー 

: 土曜閉庁 - 
29 自ーー : - 
30 月 

' ~ ' 

. . 

31 火 : 年越し 大はらい 

※ 網かけの日は役場が休みです。 句は役場が休みの第2・4土曜日です。）備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーカ月、十日間、ー週間をとうして実施されます。 

※ 1日の主なこよみ 大気汚染防止推進月間 脱スパイクタイャ運動推進月間 食品・添加物等の年末一斉取締り月間 年末年始の犯罪および事故防止（-1月中旬）雪崩防災週間 

鉄の記念日 世界ェイズデー 冬の省ェネルギー総点検の日 
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か 

11月13日、金田保育園の園児たちが、金田小学校のファミ 

リー農園で、自分達の手で植え育ててきた作物、芋堀りをし 

ました。 『見て、いもが出てきたよ。わたしが堀るね』 と一 

生懸命いもと格闘していました。 

つ 

消防0)極じさん、ありがとうク 
10月24日、神崎保育所の園児たちが時田正ー 

さん（広報 月表紙の人）のご指導により、芋 

堀りに挑戦することになりますた。 

『こんなに、 たくさん、 どうするの？』 

つい先日、園児たちは焼き芋会で全て胃の中 

に納めてしまったとか。 

勤労感謝の日の前日の11月22日に、金田保育園 

の園児たちが、田川消防署金田分署を訪問し、 

感謝の気持ちをこめた、お手紙と花東、そして 

絵をプレゼントしました。そして消防車の見学 

などができ、園児たちにとって有意義なー日で 

、した。 （この保育園は毎年、このように職場を 

J 訪問しているそうです。） 

J あれ、テープと音が違うぞク 
（ミニミニ弦楽四重奏 

コンサート） 

12月2日、日本フィルのご好意により、金田 

保育所で弦楽四重奏のコンサートが開かれまし 

た。 『本物を聴ける』 ということで沢山の人が、聞き入 
, 

) 

、

 

・
 

第
五
回
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑩
 

世

界

の

平

和

を

願

っ

て

 

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
 

で
、
イ
ラ
ク
の
国
が
と
な
り
の
 

小
さ
な
独
立
国
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
 

の
っ
と
っ
た
と
い
う
ニ
 
ュ
ー
ス
 

を
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
こ
 

と
が
あ
る
。
そ
の
出
来
事
の
き
っ
 

か
け
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
 

の
出
来
事
で
世
界
の
国
々
は
ど
 

う
動
き
、
ど
う
な
っ
た
か
、
ぼ
 

く
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
 

て
み
た
い
。
 

1
9
9
0
年
8
月
2

日
イ
ラ
 

ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
 

と
ニ
 
ュ
ー
ス
な
ど
で
放
送
し
て
 

い
る
の
を
聞
い
た
。
最
初
に
イ
 

ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
 

た
と
聞
い
た
時
は
、
あ
ま
り
意
 

味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
辞
 

典
で
侵
攻
と
い
う
言
葉
を
調
べ
 

て
み
る
と
、
 

「
よ
そ
の
国
の
領
 

土
に
入
っ
て
せ
め
る
こ
と
」
 
と
 

書
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
で
意
味
 

が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
イ
ラ
ク
 

ち
 

ぢ
 

わ
 

金
田
中
学
校
 

千
 

々
 

和
 

が
、
ク
ウ
エ
ー
ト
と
い
う
国
に
 

侵
入
し
た
、
こ
と
だ
っ
た
。
そ
 

も
そ
も
理
由
は
、
二
つ
あ
る
ら
 

し
く
、
 

】
つ
は
イ
ラ
ク
で
採
れ
 

る
石
油
を
、
船
で
運
ぶ
の
に
ク
 

ウ
エ
ー
ト
の
港
が
近
い
こ
と
、
 

も
う
ー
つ
は
も
と
も
と
ク
ウ
ェ
ー
 

ト
は
イ
ラ
ク
の
も
の
だ
っ
た
と
 

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
日
か
ら
、
 

毎
日
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
あ
 

る
日
、
ニ
 
ユ
ー
ス
で
多
く
の
外
 

国
人
が
イ
ラ
ク
の
人
質
に
な
っ
 

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
 

て
イ
ラ
ク
は
、
い
つ
攻
め
て
来
 

て
も
爆
弾
な
ど
を
な
お
し
て
い
 

る
所
を
攻
撃
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
 

多
く
の
人
質
を
ー
カ
所
に
監
禁
 

し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
し
 

た
。
そ
れ
に
人
質
の
中
で
一
番
 

多
い
の
は
、
日
本
人
だ
と
い
う
 

こ
と
も
同
時
に
知
り
ま
し
た
。
 

こ
う
な
る
と
全
く
日
本
に
関
係
 

が
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
 

ん
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
、
日
 

本
に
自
衛
隊
を
送
っ
て
く
れ
、
 

と
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
1
9
4
6

年
 11 

月
3

日
 

に
公
布
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
の
 

け
ん
 

健
 

い
ち
 

一
 

三
大
原
則
の
ー
つ
、
戦
争
放
棄
 

と
い
う
憲
法
が
あ
る
の
で
、
日
 

本
は
、
自
衛
隊
を
送
る
こ
と
は
 

で
き
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
大
 

変
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
戦
争
放
棄
と
い
う
憲
法
 

は
大
変
良
い
物
に
思
え
て
き
ま
 

す
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
 

ギ
リ
ス
、
ソ
連
な
ど
は
、
イ
ラ
 

ク
を
相
手
に
、
い
つ
軍
事
し
ょ
 

う
突
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
う
い
う
時
に
、
日
本
は
ど
う
 

し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る
こ
 

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
、
 

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
1
9
4
 

5
月
8
月
6

日
広
島
に
、
9

日
 

に
長
崎
に
原
子
爆
弾
を
落
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
被
爆
者
 

の
人
達
が
、
世
界
の
人
々
に
核
 

兵
器
の
禁
止
運
動
を
広
め
て
い
 

ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
今
 

の
日
本
も
世
界
の
国
々
に
戦
争
 

放
棄
と
い
う
と
て
も
良
い
憲
法
 

を
広
め
て
行
き
、
こ
の
出
来
事
 

を
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
ほ
 

う
が
日
本
の
た
め
に
も
又
、
世
 

界
の
た
め
に
も
よ
い
と
思
い
ま
 

す
。
 

こ
の
よ
う
な
声
も
む
な
し
く
一
 

、

）

 

J
 

月
十
五
日
を
さ
か
い
に
と
う
と
 

う
戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。
そ
し
て
日
本
は
、
ア
メ
 

リ
カ
の
要
求
に
応
じ
て
一
兆
一
一
 

千
億
円
と
い
う
膨
大
な
お
金
を
 

あ
げ
る
こ
と
に
、
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
で
は
、
実
際
に
は
戦
争
を
 

し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
戦
争
 

を
や
っ
て
く
れ
と
い
っ
て
い
る
 

よ
う
に
思
え
ま
す
。
ぼ
く
は
、
 

大
変
が
っ
か
り
し
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
を
、
 

一
日
も
早
く
や
め
さ
せ
る
た
め
 

に
は
、
 

一
人
一
人
が
世
界
の
平
 

和
を
強
く
願
っ
て
い
く
こ
と
が
 

一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

△
感
 

想
V
 

田
中
教
育
長
 

「
湾
岸
戦
争
」
 
「
イ
ラ
ク
戦
争
」
 

と
言
わ
れ
る
今
の
戦
争
状
態
に
 

つ
い
て
は
、
全
く
心
配
に
な
り
 

ま
す
。
君
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
 

て
「
侵
攻
」
と
い
う
こ
と
ば
の
 

意
味
を
辞
典
で
調
べ
た
と
い
う
 

こ
と
、
私
は
、
そ
の
こ
と
に
先
 

ず
感
心
し
ま
し
た
。
又
イ
ラ
ク
 

が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
入
し
た
理
 

由
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
書
い
 

て
い
る
点
が
よ
い
と
思
い
ま
す
 

が
、
こ
れ
も
出
来
れ
ば
 
「
何
で
 

調
べ
た
」
と
書
く
と
、
も
っ
と
 

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

（新 

聞
名
？
テ
レ
ビ
の
ニ
 
ュ
ー
ス
解
 

説
な
ら
 
「
い
つ
」
 
の
 
「
だ
れ
」
 

の
…
と
い
う
ふ
う
に
）
こ
う
い
 

う
の
を
学
問
的
態
度
と
言
い
ま
 

す
。
日
本
国
憲
法
が
 
「
良
い
物
 

に
思
え
る
」
と
い
う
点
も
大
切
 

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
 
「前 

文
」
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
て
 

下
さ
い
。
 

「
…
平
和
を
愛
す
る
 

諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
 

し
て
…
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
 

に
、
日
本
だ
け
が
戦
争
を
放
棄
 

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
 

な
い
の
で
す
。
 

（
こ
こ
は
今
の
 

君
達
に
は
ま
だ
非
常
に
難
し
い
 

と
こ
ろ
で
す
が
）
自
分
の
国
さ
 

え
戦
争
し
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
 

う
考
え
で
は
人
類
か
ら
戦
争
は
 

な
く
な
ら
な
い
。
な
く
な
ら
な
 

け
れ
ば
、
日
本
だ
っ
て
経
済
の
 

上
か
ら
や
っ
て
い
け
な
く
な
る
・
・
・
 

だ
か
ら
私
達
は
ど
う
す
れ
ば
よ
 

い
か
、
た
だ
平
和
を
願
う
だ
け
 

で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
 

「
千
々
和
健
一
」
君
は
、
父
 

千
々
和
敏
明
さ
ん
、
母
 
照
 

代
さ
ん
の
長
男
と
し
て
昭
和
 52 

年
7
月
 22 

日
生
れ
の
中
学
二
年
 

生
、
二
人
兄
弟
で
、
大
字
金
田
 

一
三
一
九
番
地
の
一
（
天
神
町
）
 

に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

も館／へ 
ので平 

鷲での成 
鷲す大3 
議 。会年 

ーに2 
て月 
発4 
表日 
さ総 
れ合 
た会 

茅m
舞
 「

 
γ万～ . 
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はじめての（第1回） 

グランドゴルフ いかがでしたか？ 
10月10日体育の日、町民球場と本年4 月完全オープンします金田公園（仮称）の多目的広場を使って 

~第1回金田町ふれあいグランドゴルフ大会」が開催され、お年寄から子どもまで約500人の参加があり 
ました。 

ルールも簡単で、だれでも手軽に楽しめるグランドゴルフです。参加者は手にスティクを持って「ノぐ 
ターゴルフ」の要領で直径30cmの的を狙って真剣にプレーしていました。結果はつぎのとおりでした。 

子供女子の部優勝 神崎ー 

一般女子の部優勝 

老人男子の部優勝 神崎ニ 

l 

宝 見l 

老人女子の部優勝 宝見 でした。 

老人の部優勝チームの写真をとる予定でした 

が、肝心の撮影のとき、メンバーがいらっしゃ 

らなくて撮れませんでした。 

子供男子の部優勝 福 吉4 

一般女子の部優勝 

第
五
回
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑩
 

戦

争

と

平

和

に

つ

い

て

 

私
た
ち
日
本
人
は
始
め
て
の
原
 

子
爆
弾
が
落
さ
れ
た
国
で
す
。
 

ま
た
戦
争
を
ひ
き
お
こ
し
た
国
 

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
た
 

く
さ
ん
の
罪
の
な
い
人
々
が
苦
 

し
み
、
そ
し
て
死
ん
で
い
き
ま
 

き
た
。
ふ
と
し
た
あ
や
ま
ち
が
 

何
十
万
人
も
の
命
を
う
ば
っ
て
 

行
き
ま
し
た
。
国
と
国
ど
う
し
 

の
事
な
の
に
、
な
ぜ
国
民
が
ま
 

き
ぞ
え
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
け
 

れ
ば
な
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

過
去
に
こ
う
い
っ
た
あ
や
ま
ち
 

を
起
こ
し
て
い
な
が
ら
、
現
在
 

も
ま
た
多
国
籍
軍
と
イ
ラ
ク
と
 

の
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
 

和
ぽ
け
し
た
私
達
に
は
、
今
、
 

実
際
に
戦
争
を
し
て
い
る
な
ん
 

て
、
全
く
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。
 

今
は
昔
と
違
っ
て
ず
っ
と
ず
っ
 

と
す
ご
い
核
兵
器
や
化
学
兵
器
 

が
で
き
て
い
て
、
広
島
や
長
崎
 

に
落
ち
た
原
子
爆
弾
と
は
く
ら
 

金
田
中
学
校
 

森
 

べ
も
の
に
な
ら
な
い
水
爆
が
で
 

き
た
り
毒
ガ
ス
を
作
っ
た
り
、
 

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
開
発
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
 

戦
争
、
ま
る
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
 

の
よ
う
で
す
。
 

私
が
思
う
に
そ
ん
な
く
だ
ら
 

な
い
核
兵
器
や
化
学
兵
器
を
作
っ
 

て
い
る
ひ
ま
が
あ
る
な
ら
、
農
 

作
物
の
生
産
に
全
力
を
つ
く
し
 

た
方
が
ぜ
っ
た
い
に
得
で
す
。
 

そ
う
で
し
ょ
う
、
核
兵
器
は
人
 

類
を
滅
し
ま
す
が
、
農
作
物
が
 

と
れ
な
か
っ
た
ら
人
間
は
生
き
 

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

農
作
物
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
 

ペ
ル
シ
ャ
湾
に
流
出
し
て
い
る
 

石
油
の
た
め
た
く
さ
ん
の
魚
貝
 

類
が
死
ん
で
行
く
そ
う
で
す
。
 

そ
れ
が
現
実
と
な
っ
た
ら
ど
う
 

し
ま
す
か
。
こ
ん
な
こ
と
が
。
わ
 

か
ら
な
い
か
、
わ
か
っ
て
い
る
 

か
も
知
り
ま
せ
ん
が
、
フ
セ
イ
 

ン
大
統
領
は
私
に
と
っ
て
す
ご
 

く
信
じ
ら
れ
な
い
人
物
で
す
。
 

フ
セ
イ
ン
大
緒
領
は
自
分
の
国
 

の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
 

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
戦
 

争
の
い
き
さ
つ
は
よ
く
わ
か
り
 

、

？

 

) 

下
 

さ
 

ち
 

み
 

佐
 
稚
 
美
 

ま
せ
ん
が
、
他
の
国
の
事
を
考
 

え
た
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
 

自
分
の
国
が
い
く
ら
平
和
に
な
っ
 

て
も
、
他
の
国
が
平
和
で
な
か
っ
 

た
ら
真
の
平
和
と
は
言
え
な
い
 

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
も
し
 

戦
争
で
平
和
に
な
っ
た
と
し
て
 

も
、
そ
の
戦
争
で
ぎ
せ
い
に
な
っ
 

た
人
の
家
族
や
、
そ
の
人
本
人
 

も
、
永
遠
に
平
和
は
や
っ
て
来
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
 

他
の
国
の
事
を
考
え
て
も
ら
い
 

た
い
で
す
。
 

最
後
に
こ
の
戦
争
に
つ
い
て
 

の
日
本
の
こ
と
で
す
が
、
政
府
 

は
九
十
億
ド
ル
の
お
金
と
難
民
 

輸
送
の
た
め
の
自
衛
隊
と
民
間
 

機
の
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
れ
で
戦
争
が
終
結
す
る
の
で
 

し
ょ
う
か
。
政
府
に
向
け
て
の
 

抜
本
的
解
決
を
考
え
て
ほ
し
い
 

も
の
で
す
。
 

△
感
 

想
V
 

田
中
教
育
長
 

宮
津
賢
治
は
 
「
人
類
が
み
ん
な
 

幸
福
に
な
ら
な
け
れ
ば
ひ
と
り
 

ひ
と
り
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
」
 

と
い
う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
 

書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
 

地
上
に
生
き
る
す
べ
て
が
考
え
 

て
い
る
こ
と
で
す
。
君
が
 
「フ 

セ
イ
ン
大
統
領
は
…
信
じ
ら
れ
 

な
い
人
物
」
だ
と
書
い
て
い
ま
 

す
が
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
だ
っ
 

て
、
や
は
り
平
和
を
望
ん
で
い
 

る
こ
と
は
同
じ
こ
と
で
、
日
本
 

人
が
日
本
の
国
の
利
益
を
考
え
 

る
よ
う
に
、
イ
ラ
ク
の
利
益
を
 

フ
セ
イ
ン
さ
ん
も
考
え
て
い
る
 

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
を
 

好
む
者
は
誰
も
い
な
い
筈
な
の
 

に
、
な
ぜ
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
の
か
。
平
和
の
た
め
 

に
戦
争
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
 

あ
り
え
な
い
筈
、
な
の
に
人
間
 

の
歴
史
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
 

そ
し
て
、
君
は
 
「
政
府
は
終
結
 

に
向
け
て
の
抜
本
的
解
決
を
考
 

え
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
 

が
、
そ
れ
を
考
え
る
の
は
国
民
 

一
人
一
人
で
あ
り
、
国
民
の
一
 

人
で
あ
る
君
自
身
が
考
え
な
け
 

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
 

の
為
に
こ
そ
本
当
の
勉
強
が
必
 

要
な
の
だ
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
 

私
は
聞
き
た
い
。
 

「
森
下
佐
稚
美
」
さ
ん
は
、
父
 

森
上
修
二
さ
ん
、
母
 
満
里
 

子
さ
ん
の
長
女
と
し
て
昭
和
 51 

年
4
月
 25 

日
生
れ
の
中
学
三
年
 

生
、
二
人
姉
弟
で
、
大
字
神
崎
 

五
四
二
番
地
の
二
 
（
南
木
）
 
に
 

住
ん
で
い
ま
す
。
 

J 

神崎―l 

戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の
 

特
別
弔
慰
金
の
支
給
 

に
つ
い
て
ノ
 

支
給
の
対
象
者
 

次
に
記
載
さ
れ
た
戦
没
者
死
 

亡
時
の
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
 

序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
 

人
一
人
で
す
。
 

1
 

平
成
元
年
4

月
1

日
ま
で
 

に
弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
 

を
受
け
た
人
 

2
 

戦
没
者
の
子
 

3
 
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
 

て
い
た
①
父
母
、
②
孫
、
③
 

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹
 

（
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
 

平
成
元
年
4
月
1

日
現
在
氏
 

が
変
わ
っ
て
い
る
人
は
該
当
 

し
ま
せ
ん
。
）
 

4
 

戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
 

か
っ
た
か
又
は
右
記
3

に
該
 

当
し
な
か
っ
た
①
父
母
、
②
 

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
 

姉
妹
 

5
 

右
記
3
及
び
4
以
外
の
三
 

親
等
内
親
族
 

（
戦
没
者
死
亡
ま
で
引
き
続
 

い
て
一
年
以
上
生
計
を
共
に
 

し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。
）
 

請
求
の
期
限
 

平
成
4
年
6
月
 27 

日
ま
で
 

受
付
窓
口
 
福
祉
課
福
祉
係
 

請
求
用
紙
は
受
付
窓
口
に
備
 

え
て
あ
り
ま
す
が
、
必
要
な
書
 

類
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
 

い
こ
と
は
、
右
記
係
ま
で
ご
相
 

談
下
さ
い
。
 

, 

ふ
れ
あ
い
駅
伝
大
会
加
 

い
ち
シ
ー
ン
 

『
子
供
に
は
か
な
わ
な
い
ね
』
 

『
お
じ
ち
ゃ
ん
、
僕
は
地
区
の
期
 

待
を
担
っ
と
い
る
か
ら
、
絶
対
 

負
け
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
』
 

《
 

．』 

？
 

,
 

．
山
・
‘
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金
田
公
民
館
I
 

I

俳
句
教
室
 

振
り
返
る
た
め
に
過
去
あ
り
ち
ち
ろ
虫
 

露
草
や
大
口
開
け
し
鬼
瓦
 

員
珠
沙
華
燃
え
て
孤
独
を
深
め
を
り
 

運
動
会
駈
け
る
子
の
口
一
文
字
 

ど
こ
か
ら
か
揺
れ
の
は
じ
ま
る
芭
原
 

束
の
間
を
賑
や
か
に
生
き
蝉
し
ぐ
れ
 

蓑
虫
の
糸
の
高
さ
に
白
衣
干
す
 

阿
蘇
の
風
自
由
気
ま
ま
に
馬
肥
ゆ
る
 

す
す
き
原
五
平
太
舟
の
も
の
が
た
り
 

露
け
し
や
八
十
路
の
母
の
薄
化
粧
 

童
謡
の
流
る
る
駅
の
秋
ざ
く
ら
 

強
風
に
軒
剥
ぎ
と
ら
れ
露
の
秋
 

命
日
の
巡
り
め
ぐ
り
て
萩
こ
ぼ
る
 

木
犀
の
香
り
あ
つ
め
て
友
見
舞
ふ
 

晩
鐘
の
ひ
び
き
や
す
く
て
雁
渡
る
 

さ物やか君、＞ 
'ttフ芋ーγ室 くこりぐつく 

Zー、ノ’V毎 
r 、二-' 1 て ぐ4 

資瓶ミき7,' ;; 
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汁敏 多ーーー～一．ト～ 
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市原大原末香沖建 田 永 日 花池 出 岩 
比 

川 田 堀 継 月 田 部村尾生石 田 水井 

一タ 
い
多
 

一くr 
、
 

( 嚇璽鷲5一 
乞二一ー一ー 

一
 

か
ほ
る
 

利
 
子
 

喜
美
江
 

君
 
子
 

三
由
紀
 

ト
ミ
エ
 

法鈴 マ 美久冨 
サ 恵 

子 江 工 子香子 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
 

会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
 
川
 
義
 
臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 
吉
田
 

一
夫
様
 

宝
見
 

吉
田
ア
サ
子
様
 

o
故
 
市
丸
ス
マ
コ
様
 

本
町
五
 

市
丸
 
千
城
様
 

o
故
 
香
月
ミ
チ
ェ
様
 

飯
土
井
 
香
月
 
啓
太
郎
様
 

o
故
 
植
高
 
茂
樹
様
 

上
金
田
 

植
高
ッ
タ
ェ
様
 

o
故
 
谷
 

勲
様
 

本
町
三
 
谷
 

佐
智
子
様
 

o
故
 
岩
本
 

一
郎
様
 

上
金
田
 

岩
本
ェ
ミ
子
様
 

o
故
 
幸
重
 
公
子
様
 

堀
川
団
地
 

幸
重
 
千
年
様
 

o
故
 
鳥
越
志
米
吉
様
 

東
金
田
 

鳥
越
 
美
枝
様
 

ネ
コ
た
、
て
／
 

ソ
て
か
し
い
 

」 

よ
ー
よ
＼
一
 

／
ノ
！
ー
八
 

ノー・ 

＞
 

、
」
F
『
弼
ー
 

芝
 

／、ジ．) 

、
 

に寺ひ 

、、 

譲-1 
ゆ
く
年
く
る
年
 

み
ん
な
で
防
犯
ノ
 

年
末
は
「
人
」
 
「
車
」
 

「
金
」
 

な
ど
の
動
き
も
活
発
で
、
一
段
 

と
慌
た
だ
し
く
な
り
、
こ
れ
に
 

乗
じ
て
金
融
機
関
対
象
の
強
盗
 

事
件
、
暴
力
犯
罪
な
ど
の
事
件
・
 

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
警
 

察
で
は
、
 
12 

月
中
を
 
「
年
末
特
 

別
警
戒
」
期
間
と
し
て
、
各
種
 

犯
罪
や
事
故
の
未
然
防
止
に
取
 

組
ん
で
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
、
職
 

場
な
ど
で
防
犯
に
つ
と
め
、
明
 

る
く
平
穏
な
新
年
を
迎
え
ま
し
 

・つ。 

よ
 

街
ぐ
る
み
 

勇
気
と
根
気
で
 

暴
力
追
放
 

田
川
警
察
署
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
 

は、 

12 

月
 11 

日
困
か
ら
来
年
1
 

・

，

ノ

 

J
 

月
 10 

日
団
ま
で
で
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
飲
酒
の
機
会
 

が
多
く
、
交
通
量
の
増
加
や
気
 

ぜ
わ
し
さ
も
加
わ
り
、
交
通
事
 

故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
年
末
 

年
始
に
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
 

動
を
展
開
し
、
 
一
人
ひ
と
り
に
 

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
、
交
通
マ
 

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
 

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
 

徹
底
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

交
通
事
故
を
な
く
す
 

福
岡
県
県
民
運
動
本
部
 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
ふ
く
お
か
 

お

も

い

や

り

 

ゆ
ず
り
あ
う
で
 

さ
わ
や
か
交
通
 

編
集
後
記
 

】
読
者
の
皆
さ
ん
、
す
み
ま
 

せ
ん
で
し
た
”
 

こ
の
こ
と
ば
を
広
報
を
担
当
 

し
て
、
何
回
思
っ
た
で
し
ょ
う
 

か
。
み
な
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の
 

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
っ
て
い
る
 

の
に
、
記
事
に
し
て
読
ん
で
い
 

た
だ
け
な
か
っ
た
時
は
、
本
当
 

に
心
が
痛
み
ま
す
。
 

し
か
し
、
現
在
、
広
報
体
制
 

の
建
て
直
し
を
急
ピ
ッ
チ
で
行
っ
 

て
お
り
、
来
年
か
ら
は
、
こ
の
 

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
頑
張
 

り
ま
す
、
来
年
も
 
『
広
報
カ
ナ
 

ダ
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
 

す。 さ
あ
、
こ
れ
か
ら
元
旦
号
の
編
集
／
 


